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梅
雨
時
期
の
大
雨
、暴
風
雨
の
吹
き
荒
れ
る
台
風
、

突
然
の
集
中
豪
雨
、
土
砂
災
害
、
地
震
な
ど
の
様
々

な
災
害
か
ら
家
族
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
今

一
度
、
わ
が
家
の
備
え
、
近
隣
の
備
え
、
地
域
の
備

え
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
強
風
・
大
雨
に
備
え
て
】

●
強
風
・
大
雨
の
時
に
屋
外
に
出
る
の
は
危
険
で

す
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象
情
報
に
注
意

し
、
早
め
に
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

・
屋
外
を
点
検
し
、
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
物
は
し

っ
か
り
と
固
定
す
る
。

・
大
雨
の
お
そ
れ
が
あ
る
時
は
、
排
水
口
な
ど
に
溜

ま
っ
て
い
る
泥
、ゴ
ミ
な
ど
を
取
り
除
い
て
お
く
。

・
雨
戸
を
閉
め
た
り
、
割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
飛
散
を
防

ぐ
た
め
、
窓
ガ
ラ
ス
に
テ
ー
プ
を
貼
る
。

・
家
の
周
り
に
が
け
崩
れ
な
ど
の
危
険
な
場
所
が
な

い
か
を
確
認
し
て
お
く
。

【
地
震
に
備
え
て
】

●
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か

ら
屋
内
外
を
点
検
し
、
被
害
の
防
止
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

・
家
具
は
転
倒
し
な
い
よ
う
に
固
定
し
、
食
器
棚
な

ど
の
ガ
ラ
ス
部
分
に
は
、
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を

貼
る
。

・
万
が
一
、
家
具
が
倒
れ
て
き
て
も
ケ
ガ
を
し
な
い

よ
う
に
家
具
の
配
置
と
寝
る
位
置
を
工
夫
す
る
。

・
消
火
器
、
救
急
箱
な
ど
の
置
き
場
所
を
確
認
し
て

お
く
。

【
災
害
に
備
え
て
】

●
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
必
ず
し
も
家
族
が
一
緒

に
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ひ
と
り
で
混
乱
し
な

い
た
め
、
災
害
時
に
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
を
家
族

で
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
全
戸
配
布
し
て
い
る
「
地
震
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
」
で
避
難
場
所
を
確
認
し
、
安
全
な
避
難
ル

ー
ト
を
決
め
て
お
く
。

・
避
難
す
る
と
き
は
、
ガ
ス
の
元
栓
を
締
め
、
電
気

の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り
、
戸
締
ま
り
な
ど
を
確
認

し
、
隣
近
所
で
声
を
掛
け
合
っ
て
避
難
す
る
。
特

に
、
高
齢
者
・
障
害
者
・
子
ど
も
に
配
慮
し
、
地

域
住
民
が
協
力
し
て
避
難
す
る
。

・
公
民
館
を
単
位
と
し
て
自
主
防
災
組
織
を
結
成

し
、
自
主
防
災
活
動
や
地
域
で
行
わ
れ
る
防
災
訓

練
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
。

【
非
常
持
ち
出
し
品
】

●
災
害
が
起
き
て
か
ら
必
要
な
物
を
準
備
す
る
の
は

難
し
い
の
で
、
普
段
か
ら
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
の
背
負

い
式
バ
ッ
グ
に
持
ち
出
し
品
を
入
れ
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

〈
持
ち
出
し
品
の
例
〉

・
貴
重
品
（
現
金
、
通
帳
等
）

・
食
料
、
飲
料
水
（
三
日
分
程
度
）

・
携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
予
備
電
池

・
救
急
医
薬
品
類

・
衣
類
（
下
着
、
セ
ー
タ
ー
、
タ
オ
ル
、
底
の
厚
い

靴
等
）

・
生
活
用
品
（
雨
具
、
軍
手
、
コ
ッ
プ
、
テ
ィ
ッ
シ

ュ
ペ
ー
パ
ー
等
）

・
家
族
の
状
況
に
応
じ
た
必
要
物
品
（
看
護
用
品
、

お
む
つ
等
）

【
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
】

●
災
害
時
に
気
が
か
り
な
家
族
や
知
人
の
安
否
を
確

認
す
る
手
段
と
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
各
社
が
提
供
す
る

「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
『
１
７
１
』」
や
「
ｉ
モ

ー
ド
災
害
用
伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
」を
覚
え
て
お
き
、

い
ざ
と
い
う
時
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

〈
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７
１
」〉

・
「
１
７
１
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス

に
従
っ
て
伝
言
の
録
音
、
再
生
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

〈
ｉ
モ
ー
ド
災
害
用
伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
〉

・
「
ｉ
Ｍ
ｅ
ｎ
ｕ
」
の
「
災
害
用
伝
言
板
」
を
通
じ

て
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
登
録
、
確
認
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
災
害
が
発
生
し
た
時
に

利
用
可
能
に
な
り
、通
常
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
が
、

毎
月
一
日
に
体
験
利
用
が
可
能
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

市
役
所
総
務
課
（
0
２
２
―
８
１
６
２
）

日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

羅
州
は
「
千
年
の
古
都
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
九
八
三
年
に
高
麗
王
朝
が
全
国
に
十
二

の
牧モ

ク

を
設
け
た
と
き
、
羅
州
が
そ
の
一
つ
に
選
ば

れ
て
「
羅
州
牧
」
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
の
よ
う
で

す
。羅

州
に
あ
る
栄
山
江

ヨ
ン
サ
ン
ガ
ン

流
域
は
、
古
代
に
は
特
色

あ
る
古
墳
が
つ
く
ら
れ
周
囲
の
山
中
に
は
百
済
仏

教
を
代
表
す
る
古
寺
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
め

ぐ
る
古
代
文
化
探
訪
の
ツ
ア
ー
も
お
す
す
め
で
す
。

さ
て
、
九
一
三
年
に
高
麗
を
建
国
し
開
城
に
都

を
定
め
た
太
祖
王
建
は
、
水
軍
を
率
い
て
栄
山
江

か
ら
羅
州
に
入
り
、
こ
の
地
域
で
抵
抗
す
る
後
百

済
の
勢
力
を
平
定
し
ま
す
。
の
ち
に
王
后
と
な
る

女
性
に
出
会
っ
た
と
こ
ろ
が
羅
州
の
地
で
、
い
ま

も
浣
糸
泉

ワ
ン
サ
チ
ョ
ン

が
ゆ
か
り
の
記
念
物
と
し
て
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

高
麗
時
代
の
石
造
美
術

羅
州
の
地
が
舟
形
を
し
て
い
る
た
め
、
土
地
の

繁
栄
を
願
う
風
水
思
想
か
ら
、
城
内
に
木
幢
竿

モ
ク
ダ
ン
ガ
ン

を
、

東
門
外
に
石
幢
竿

ソ
ク
ダ
ン
ガ
ン

を
建
て
ま
し
た
。
驚
く
べ
き
は

高
さ
十
一
メ
ー
ト
ル
の
石
幢
竿
で
す
。
五
個
の
長

方
形
の
石
を
つ
な
い
で
い
る
の
で
す
が
、
連
結
部

は
石
を
半
分
ず
つ
削
っ
て
合
わ
せ
、
穴
を
あ
け
て

鉄
棒
で
つ
な
ぎ
、
鉄
帯
で
固
定
し
て
い
る
の
で
す
。

一
千
年
も
の
前
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
そ
の

ア
イ
デ
ィ
ア
に
は
驚
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
市
内
で
は
、
石
塔
、
石
灯
、
石
長
丞

（
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
）、
石
像
、
石
仏
な
ど
、
高
麗

時
代
の
多
く
の
石
造
美
術
品
に
出
会
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

朝
鮮
時
代
の
古
建
築

一
三
九
二
年
か
ら
が
朝
鮮
王
朝
の
時
代
に
な
り

ま
す
。

こ
の
時
代
の
も
の
で
は
、
儀
式
や
使
臣
の
迎
接

に
使
っ
た
錦
城
館

ク
ム
ソ
ン
グ
ァ
ン
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
国
内
最

大
級
の
建
築
物
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
牧
使

の
官
舎
で
あ
る
内
衛
ネ

ア

な
ど
も
あ
り
ま
す
し
、
城
内

の
一
つ
で
あ
る
南
顧
門

ナ
ン
ブ
ム
ン

も
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

儒
学
教
育
の
殿
堂
で
あ
る
羅
州
郷
校
は
、
郷
校

建
築
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
お
り
、
ソ
ウ
ル
の
国
立

民
俗
博
物
館
に
八
十
分
の
一
に
縮
小
し
た
復
元
模

型
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
朝
鮮
時

代
の
伝
統
家
屋
も
文
化
財
と
し
て
保
存
し
て
あ
り
、

朝
鮮
時
代
の
建
築
文
化
を
学
ぶ
に
は
最
高
の
町
と

い
え
ま
す
。

日
本
と
関
係
を
も
つ
人
た
ち

岩
波
文
庫
に
あ
る
「
海
東
諸
国
紀
」
の
著
者

申
淑
舟

シ
ン
ス
ク
ジ
ュ
は
羅
州
の
人
で
、
一
四
四
四
年
に
通
信
使

の
書
状
官
と
し
て
来
日
、
そ
の
時
に
集
め
た
日
本

情
報
を
ま
と
め
た
の
が
同
書
で
す
。
彼
は
領
議
政

（
首
相
）
に
な
り
ま
す
が
、
ハ
ン
グ
ル
創
製
に
も
参

加
し
て
い
ま
す
。

秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
に
あ
た
り
、
い
ち
早
く
義
兵

を
呼
び
か
け
戦
っ
た
金
千
鎰

キ
ム
チ
ョ
ン
イ
ク
ら
義
兵
将
は
旌
烈
祠

チ
ャ
ン
ニ
ヨ
ル
サ

に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
亀
甲
船
を
つ
く
っ
た

羅
大
用

ナ
デ
ヨ
ン

の
生
家
も
保
存
さ
れ
、
と
も
に
市
民
の
尊

崇
を
集
め
て
い
ま
す
。

捕
わ
れ
て
日
本
に
連
行
さ
れ
た
儒
学
者
の
な
か
、

日
本
朱
子
学
の
基
礎
を
つ
く
り
、
幕
府
の
儒
学
教

育
の
確
立
に
貢
献
し
た
の
は
霊
光

ヨ
ン
グ
ァ
ン

の
姜
　

カ
ン
ハ
ン

で
す
し
、

魯
認
ノ
イ
ン

や
鄭
希
得

チ
ョ
ン
ヒ
ド
ゥ
ク
は
と
も
に
咸
平

ハ
ン
ピ
ョ
ン
の
人
で
す
。
彼
ら

の
著
作
に
は
、
日
本
で
の
抑
留
や
帰
国
の
た
め
の

工
作
な
ど
に
つ
い
て
記
し
て
あ
り
ま
す
。
羅
州
郷

校
の
儒
学
教
育
は
多
く
の
人
材
を
育
て
ま
し
た
。

羅
州
の
歴
史
と
文
化
　
②

「
千
年
の
古
都
」
羅
州

内
　
藤
　
正
　
中

「
韓
国
羅
州
の
歴
史
と
文
化
を
研
究
す
る
会
」
調
査
団
報
告
②
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倉吉市民健康づくり実行委員会・倉吉市主催

水中ウォーキング＆水中エアロビクス教室 参加者募集!!

教　　室　　名 開　講　日 定員 回数 時　　間 対　　象 参　加　費

＜市内の人＞

1回につきプール

利用料が必要

＜市外の方＞

1回につきプール

利用料金と受講料

300円が必要

12月26日

（日）

必　　着

1回につきプール利用料

金と受講料400円が必要
当日申込　

無　料 事前申込不要

申込期限

18歳以上の人

40歳以上で

初心者の人
18歳以上で

初心者の人

小学校1～3年生

で初心者の人

小学校1～3年

生で15ｍ程度

泳げる人

小学校4～6年生で

25ｍ程度泳げる人

18歳以上の人

プールご利用の方

どなたでも

13:30～14:30

10:30～11:30

10:30～11:30

18:30～19:30

10:30～11:30

15:30～16:30

12:00～13:00

17:00～18:00

14:00～15:00

18:30～19:30

12:00～12:30

全4回

全4回

全8回

全8回

全8回

全8回

全8回

全8回

全8回

各1回

－

30

30

15

15

10

10

10

10

15

30

なし

1/14～2/4（毎週金曜日）

1/12～2/2（毎週水曜日）

1/20～3/17（毎週木曜日）

1/20～3/17（毎週木曜日）

1/22～3/19（毎週土曜日）

1/22～3/19（毎週土曜日）

1/22～3/19（毎週土曜日）

1/22～3/19（毎週土曜日）

1/22～3/19（毎週土曜日）

1/12･19･26（水曜日）

1/14･21･28（金曜日）

水中

運動

運動不足解消コース（初心者）

筋 力 ア ッ プ コ ー ス

い き い き 健 康 水 泳

ア フ タ ー ５ 水 泳

ジュニア水泳Ａ＜低学年水慣れ＞

ジュニア水泳Ｂ＜低学年水慣れ＞

ジュニア水泳Ｃ＜低学年上達＞

ジュニア水泳Ｄ＜低学年上達＞

ジ ュ ニ ア 水 泳 Ｅ ＜ 高 学 年 ＞

ア ク ア フ ィ ッ ト ネ ス

ワ ン ポ イ ン ト ・ ア ド バ イ ス

◆申込み方法 温水プール受付での直接申込み、又はハガキかFAXで「希望の教室名と月日（複数記入可）、郵便番号、住所、氏名、
年齢（学年）電話番号、泳力（簡単で結構です。※水泳教室のみ）」を記入し申し込みください。（期限必着）
※ジュニア水泳A～Dは重複しての申込みはできません。※ジュニア水泳教室に申し込みの際は参加者氏名及び保護者氏名を記入してください。
※定員を超えた場合は、1月9日（日）に抽選会を行います。抽選会の詳細については、申込者に別途ご案内します。
※アクアフィットネスの事前申込みは不要です。教室当日の30分前から温水プール受付にて先着順に受付します。
※教室参加料にはプール利用料金を含みますので、 当日の教室終了後もプールを続けてご利用いただけます。
◆プール利用料金 一　般 500円（午後6時以降300円） 小･中･高校生 200円（午後6時以降100円）
倉吉市営温水プール　047－1186 447－1187 営業時間／午前10時～午後8時　休館日／月曜日（祝日の場合は翌日）

ウキウキレディース
水の中で運動は初めてという女性の方へのクラス。
期日：平成17年　1/20･27、2/3･10･24、3/3･10
（いずれも木曜日で全7回）

時間：13:30～14:30
対象：倉吉市民で18歳以上の女性、初心者向け
定員：25人（超えた場合抽選会を行います。）

高
速
バ
ス
運
行
開
始

倉
吉
・
関
金
〜
岡
山
便

十
二
月
十
八
日
か
ら
毎
日

運
行
開
始

主
な
停
留
所
、
停
留
時
間
及

び
料
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

日
ノ
丸
自
動
車
倉
吉
営
業
所

（
0
２
６-

４
１
１
１
）

中
鉄
高
速
バ
ス
予
約
セ
ン
タ
ー

（
0
０
８
６-

２
２
３-

０
６
１
６
）

両
備
高
速
バ
ス
予
約
セ
ン
タ
ー

(

0
０
８
６-

２
３
２-

６
６
８
８)

倉
吉
・
鳥
取
〜
東
京
便

十
二
月
二
十
二
日
か
ら
毎

日
運
行
開
始

主
な
停
留
所
、
停
留
時
間
及

び
料
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

高
速
バ
ス
予
約
セ
ン
タ
ー

(

0
２
６-

２
５
２
６)

日
ノ
丸
自
動
車
倉
吉
営
業
所

（
0
２
６-

４
１
１
１
）

東
京
座
席
予
約
セ
ン
タ
ー

(

0
０
３-

３
７
４
３-

０
０
２
２)

停留所名 停留所名 １便

9:15

9:45

11:45

11:58

12:10

11:15

11:45

13:45

13:58

14:10

14:55

15:25

17:25

17:38

17:50

18:55

19:25

21:25

21:38

21:50

３便 ５便 ７便

岡山駅

岡山空港

関金温泉

倉吉市役所

倉吉駅

倉吉駅

倉吉市役所

関金温泉

岡山空港

岡山駅

２便

7:00

7:12

7:25

9:25

9:55

４便

8:20

8:32

8:45

10:45

11:15

６便

14:30

14:42

14:55

16:55

17:25

８便

16:30

16:42

16:55

18:55

19:25

大人

運賃

市内（倉吉駅・

倉吉市役所等）
関金温泉

回数券

４枚綴

9,000円

8,000円

片道 2,800円 2,600円

－

2,300円

－

5,000円

2,500円

4,500円

往復

片道

往復

岡
山
駅

岡
山
空
港

こども運賃は片道運賃の半額、往復の適用はありません

倉吉市営温水プールでは、１月から開催する水中運動、水泳の各種教室の受講者を募集します。
目的別のメニューを取りそろえた各種教室で「健康づくり・体力づくり」をはじめてみませんか。お気軽にお申込みください。

倉吉⇒鳥取⇒東京

倉吉駅 倉吉ＢＣ 浜松町 品川

19:20 19:30 6:45 7:00

東京⇒鳥取⇒倉吉

品川 浜松町 倉吉ＢＣ 倉吉駅

20:30 20:45 8:00 8:10

片道運賃　大人　10,700円　小人5,350円

ワクワク　アクア
泳げなくてもOK!!水の抵抗や圧力、浮力などを利用した無理の

ない運動です。
期日：平成17年　1/21･28、2/4･25、3/4･11
（いずれも金曜日で全6回）

時間：19:00～19:45 対象：倉吉市民で18歳以上の人
定員：30人（超えた場合抽選会を行います。）

講師：倉吉スイミング 横山重彦さん 申込締切：12月16日（木曜日）必着 参加費：無料　＊プール利用料は別途必要です。
申込方法：温水プール受付で直接申込み、又はハガキかFAXで「希望の教室名、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号」を
記入し申し込みください。
※問い合わせ先：倉吉市営温水プール（047-1186/447-1187）営業時間：午前10時～午後8時

休館日月曜日（祝日の場合は翌日）

１月からはじまる 倉吉市営温水プールの各種教室　受講生募集！
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最
も
起
き
て
は
い
け
な
い
事
が
起
き
て

し
ま
い
ま
し
た
。
市
の
管
理
職
員
が
下
着

を
盗
ん
だ
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
の
で
す
。

市
役
所
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
き
生
き
と

し
た
生
活
、
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
税
の
徴

収
や
、
災
害
時
の
避
難
命
令
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
な
ど
の
公
権
力
を
行
使
し
ま

す
。
そ
こ
に
は
負
託
さ
れ
て
い
る
と
い
う

も
の
の
、
信
頼
と
い
う
関
係
が
な
け
れ
ば

市
民
の
協
力
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
回
の

事
件
は
ま
さ
に
信
用
失
墜
行
為
で
す
。
職

員
一
人
の
行
為
で
あ
っ
て
も
、
そ
う
し
た

職
員
が
い
た
と
い
う
こ
と
で
市
役
所
全
体

が
信
用
を
失
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
営
々

と
築
い
て
き
た
信
頼
が
一
事
で
一
瞬
に
て

崩
れ
る
ぜ
い
弱
さ
を
か
み
し
め
て
い
ま

す
。
今
回
の
事
件
を
厳
し
く
た
だ
す
中
で
、

改
め
て
全
員
が
慣
れ
か
ら
く
る
気
の
緩

み
、
油
断
、
お
ご
り
は
な
い
か
問
い
直
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

他
方
、
市
役
所
を
も
っ
と
使
い
易
く
し

て
い
く
上
で
週
一
回
、
木
曜
日
に
限
っ
て
、

市
民
課
を
始
め
四
課
で
午
後
六
時
半
ま
で

の
窓
口
業
務
の
延
長
を
始
め
ま
し
た
。
初

の
実
施
日
に
は
住
民
異
動
届
、
印
鑑
登
録

申
請
な
ど
六
名
の
利
用
が
あ
り
、
延
長
の

意
義
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

底
冷
え
す
る
市
役
所
で
す
が
、
十
三
℃

以
下
に
な
ら
な
け
れ
ば
暖
房
を
つ
け
ず
歳

出
削
減
と
環
境
リ
ス
ク
を
乗
り
切
る
た
め

の
備
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
役
所
の
仕
事
と
し
て
、「
住
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
」
こ
と
が
最
も
重
要
な
任
務
の

中
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

市
役
所
総
務
課
の
仕
事
の
一
つ
に
、
防
災

業
務
が
あ
り
ま
す
。
本
市
で
は
、
台
風
な
ど
、

災
害
発
生
が
予
想
さ
れ
そ
う
な
と
き
、
早
め

は
や
め
に
情
報
を
お
知
ら
せ
し
、
災
害
に
備

え
て
い
た
だ
く
方
法
と
し
て
、
防
災
行
政
無

線
を
整
備
し
て
い
ま
す
。「
こ
ち
ら
は
、
防
災

倉
吉
市
で
す
。
…
…
」
で
、
皆
様
は
、
よ
く

ご
存
じ
の
も
の
で
す
。
あ
た
り
ま
え
の
こ
と

で
す
が
、
こ
れ
は
、
耳
か
ら
聞
い
て
内
容
を

理
解
す
る
も
の
で
す
。

今
年
七
月
に
、
ろ
う
あ
者
団
体
等
の
方
々

の
お
話
し
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。「
耳

の
不
自
由
な
人
に
必
要
な
情
報
が
入
ら
な
い
」

と
い
う
内
容
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
耳
の
不
自
由
な
方
の
フ
ァ
ッ
ク

ス
番
号
を
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
防
災
情
報

を
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
流
す
こ
と
と
し
、
九
月
か

ら
実
施
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
個
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
こ
と
も
あ
り
、
全
員
に
と
は
な

っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

科
学
の
進
歩
に
よ
り
、
気
象
予
報
も
ほ
ぼ

正
確
な
も
の
が
、
随
時
入
る
よ
う
に
な
り
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
か
ら
も
刻
々
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

台
風
の
よ
う
に
、
徐
々
に
近
づ
い
て
来
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
対
応
が
可
能

で
す
が
、
予
想
を
は
る
か
に
超
え
た
雨
量
、

風
、
高
潮
な
ど
に
よ
り
、
各
地
で
被
害
が
相

次
い
で
い
る
の
も
現
実
で
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
鳥
取
県
西
部
地
震

の
よ
う
な
、
あ
る
日
突
然
大
災
害
が
起
こ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
市
役
所
や
消
防
署
、
警

察
署
な
ど
の
関
係
機
関
も
、
で
き
る
限
り
の

対
応
を
行
い
ま
す
が
、
救
助
活
動
な
ど
を
限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
行
う
に
は
、
限
界
が
あ

り
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
、
高
齢
者
、
幼
児
、
外
国

人
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
災
害
要
援
護
者
と
呼
ば

れ
る
方
々
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
人
を
災
害

か
ら
守
る
た
め
に
は
、
隣
近
所
、
班
、
公
民

館
、
地
域
な
ど
の
小
さ
な
単
位
で
の
助
け
合

い
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
、

自
治
公
民
館
単
位
で
の
防
災
活
動
を
推
進
す

る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
に
力
を
入

れ
て
お
り
ま
す
。

互
い
に
助
け
合
い
、
す
べ
て
の
人
を
災
害

か
ら
守
り
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

(

部
落
解
放
・
人
権
啓
発
資
料
作
成
委
員
会
　
福
井
）

災
害
要
援
護
者
（
障
害
の
あ
る
人
、
高
齢
者
、
幼
児
、
外

国
人
な
ど
）
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
人
を
災
害
か
ら
守
る
た

め
、
互
い
に
助
け
合
え
る
社
会
を
確
立
し
、
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

616部落解放

シリーズ
人 権 尊 重 都 市 宣 言 の ま ち 倉 吉

差別のない明るい社会へ

互
い
に
助
け
合
う
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

©谷口ジロー『遙かな町へ』小学館

原
点
を
思
い
出
そ
う

倉
吉
市
長
　
長
谷
川
稔

倉吉・中部会が
大阪に誕生しました

10月23日（土）、大阪駅前第3ビル28階

の鳥取県大阪事務所交流室で、倉吉市及び

東伯郡出身者53人が出席し、「倉吉・中部

会」を発足しました。

この会は、「会員同士が3カ月に1回程度、

弁当と飲み物ほどの会費で、懐かしい故郷

の情報を聞き、田舎の言葉で話し、お互い

の健康を確かめ、そして、故郷の役にたつ

ことがあれば協力する。」との主旨で発足し、

初代会長には、三朝町出身で、元大阪府立

大学長の矢吹万寿さんが就任されました。

次回は、平成17年1月25日（火）18:00～

20:00 鳥取県大阪事務所交流室（大阪駅前

第3ビル28階）で開催します。

※申込・問い合わせ先

倉吉市大阪事務所　伊藤

（006-6341-0170 406-6341-3972）

E-mail:kurayoshicity-osaka@basil.ocn.ne.jp




